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おわりにはじめに
江戸時代以降の近世日本に渡来した中国・清朝の文人は「来舶清人」
といい、明朝末期から清朝初期の黄檗僧につづいて当時先端の文人文化を日本にもちこみ、日本の文人たちを大い 魅了した。とくに画事においては、享保 （一七一六～一七三六） から文化・文政年間 （一八〇四～一八三〇）あたりにかけて 「来舶四大家」に数えられる伊孚九、張秋谷、費漢源、江稼圃が来泊地の長崎にて当地の文人たちとかかわ
りをもち、池大雅や田能村竹田ら江戸の南画壇に大きな影響を与えたことはよく知られている。その掉尾を飾る が、清朝末期の光緒年間（一八七五～一九〇八） 、すなわち明治時代の日本に渡来してきた文人たちである
１
。
アーネスト・フェノロサや岡倉天心らによる西洋の視座からの日本
画改革が模索された時代において、従来の南画は 「つくね芋山水」 と批判されることとなった。しかし、京阪神を中心にして長崎にいたるまでの西日本地域では、東京を中心としたフェノロサたち 動きとは関係なく、詩・書・画の三芸壇すべてにおいて来舶清人 需要 依然して高いも があった。彼らは各地の書画家や漢学者たち 手引きで雅会を開催し、詩書画の応酬を おして生計を立て 。本稿でとりあげる王冶梅（一八三一～一八九一～？）もそうした需要に応えるべく、光緒三年 （明治十年・一八七七） に初めて長崎 地 降り立った来舶清人のひとりである。
明治十六年（一八八三）の春、王冶梅は何度目かの来日にあたって、
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1明治期の来舶清人の概略については、陳捷「一八七〇～八〇年代における中
国書画家の日本遊歴について」『中国：社会と文化』二四号、二〇〇九年七月を参照のこと。
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岡山県児島郡味野村 （現倉敷市児島味野） にて製塩業をいとなむ野﨑家に約一月半滞在して、三十件弱の書画作品を制作した
２
。茶事につう
じて、煎茶道も嗜んでいた野﨑家にとって、来舶清人は喫茶をとおした明清の文人文化を体現 た存在として歓迎すべき賓客であり、王冶梅の来訪は、彼に前後して滞在し 胡鉄梅 （一八四八～一八九九） や陳曼寿（一八二五～一八八四） 、衛鑄生（生卒年未詳） 、王治本（一八三五～一九〇八）らととも 大きな足跡を残すこととなった。なかでも、長期滞在した王冶梅については作品の数が抜きん出て多く、彼の在日期の代表作ともいうべき四季折々の景観 十二幅の山水図に描き分けた 「四季山水図」 （一八 三・野﨑家塩業歴史館蔵） （図６） を含んでいる。その め、王冶梅は野﨑家を訪ねた来舶清 の かでも象徴的な存在であるといえよう。
本稿は、野﨑家塩業歴史館が所蔵する王冶梅の書画作品を概観する
ことで、野﨑家 王冶梅 かかわりを明らかにする のである。作品に描かれた主題や題識はもちろん、野﨑家の業務日誌に相当する『売用日記』や当時の新聞・雑誌に残る王冶梅の関連記事を紐解くことによって、野﨑家における王冶梅の画業を整理してみ い。これまで来舶清人の活動の実態 ついては、博物館や美術館などにお てもままった収集がなく、散在する作品をとおして断片的にうかがうことし
かできなかった。野﨑家における王冶梅作品は、そうした空白域を埋める貴重な手がかりとなるものであり、明治期の日本においても衰えることになかった詩書画にたいする尊崇と憧憬の様相を明らかにするものである。一．王冶梅について
王冶梅は名が寅で、江蘇江寧（現南京）の人
３
。詩書画に秀でた職業
文人である。咸豊三年（一八五三）以降は太平天国による動乱のため、六合、棲霞山、興化など江南地方の各地を転々とし、画を鬻ぎながら糊口を凌いだ。上海に客寓してからは、とくに現地の日本人の間で画名が高まった。光緒三年（明治十 ・ 七七 、日本人有志に請われて長崎を訪れたことを端緒にして、以後、日中間を頻繁に往復するとくに京阪神を拠点とし日本各地を旅して雅会を開催したり 有力な顧客のもとに滞在したりして潤筆料を得た。野﨑家での画作もそうしたなかで こ である。出版事業にも深く関わり、 『歴代名公真蹟縮本』（一八七九） や 『冶梅石譜』 （一八八一） 、 『冶梅蘭竹譜』 （一八八二） などの画譜を編み、明治初期の日本の南画界に大きな影響を及ぼした。
野﨑家における王冶梅の画業をみる前に、彼が日本滞在時に描いた
典型的な作品のいくつ にふれ おきたい。
王冶梅は明治十年 （一八七七） に初来日した後 翌十一年四月に病を
2野﨑家にゆかりのある美術工芸品については、岡山県立美術館学芸課編『塩
田王野﨑家：ゆかりの と作品』公益財団法人竜 会館、二〇一二年と同館編『塩田王野﨑家：個性集う地方サロン』、二〇一三年にて紹介されている。
3王冶梅の伝記については、次の先駆的な研究に詳しい。鶴田武良「王寅につ
いて：来舶画人研究」『美術研究』三一九号、一九八二年三月
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得ていったん帰国するが、七月に再来日し、京都の老舗の調香・文具店である鳩居堂に寄寓する。明治十二年（一八七九）五月に再び帰国。同年夏、三度目の来日したのちはしばらく 本にとどまり、明治十八年（一八八五）に
４
。おもに京阪神にいた王冶梅は、儒
学者の藤沢南岳（一 四二～一九二〇）や南画家の森琴石（一八四三～一九二一）をはじめとする京阪神 文人と交流したりしていた。数多くの画譜出版は森琴石ら の協業による成果であり 期 来舶清人のなかでも、最も深く日本の文人社会に溶け込んだひとりであったといえる
５
。
はじめにみるのは、初来日の翌年で二度目の来日直後にあたる明治
十一年（一八七八）八月に王冶梅が描いた「空谷幽香図」 （個人蔵） （図
1） である。贈答に適した光沢のある絖 （ぬめ） に記された題識は、 「戊
寅八月、晨起弄筆、師板橋意、金陵冶梅王寅、時客於日本鳩居堂一塵不到処」とあり、鳩居堂に投宿したときの作品であることがわか 。
ちなみに 「金陵」 は王冶梅の生地である南京の古称である。
この墨蘭図にみえる流れるような蘭の葉の墨線は、後に出版する 『冶
梅蘭竹譜』 を予見させる、 規範的なそれである。 「板橋の意に師す」 とは、画竹や画蘭に秀でた清の鄭燮 （一六九三～一七六五・号は板橋） の筆法を尊ぶことを表明したもの。古今の大家に倣う 「倣古」 の筆法に習熟することは明清の文人画家にとって不可欠の修養であった。さらに「晨に起して筆を弄す」 ことで、本図をなしたこと、鳩居堂を 「一塵到らざる処」と形容するのは文人の理想 ある清冽な書斎での画作を彷彿せる。おそらくは鳩居堂滞在の謝礼の一部として贈られたであろう本図からは、王冶梅の 「贈答画」 様式の典型 なす、さまざまな要素 認めることができるであろう。
次にみる 「観楓図」 （一八八一・京都国立博物館 （森岡コレクション）
蔵） （図
2） は、同じく絖本に描かれた山水の図である。
峡谷の合間 樹木を列ねて画面を埋め尽くさんとする構図は元末四
大家のひとりである王蒙を、深山の頂に聳える松は黄山に拠った新安画派の描法を想起させ 。 「倣古」という明清以降に確立した文人山水
4「画人・書人略伝」『橋本コレクション
　中国の絵画：来舶画人』展図録、
渋谷区立松濤美術館、一九八六年、一〇八頁。
5西上実 王冶梅と森琴石：近代文人画家と銅版出版事業の関わり ついて」
『中国近代絵画と日本』展図録、京都国立博物館、二〇一二 。図１
　空谷幽香図
　王冶梅筆（一八七八年・個人蔵）
図
2
　観楓図
　王冶梅筆（一八八一年・京都国立博物館蔵）
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図の構成要素を数多く盛り込んだ本図は、しかし、画譜の下敷きになるような山水図の手本として描かれたわけではない。この図 題識が明らかにするところは、明治十四年 （一八八一） の夏である七夕の三日後に大阪・天王寺の茶臼山にある観楓閣にて即興で揮毫 た 「席画」 である
６
。王冶梅が日本で親しく交際した藤沢南岳が前年の冬に設けた
宴席を夏の盛りに回想して描いた 「銷夏」 の図 して、実際には大阪中心部にある 「観楓閣」 という雅な名をもつ料亭から紅葉の名所に遊ぶのような追体験をもたらす本図からは、王冶梅なりの機転が効いた遊び心がうかがえる。これこそ、王冶梅が日本の文人社会から歓迎された所以であろ 。
さらに、贈答用の書画のなかには来舶清人どうしによる合作もある。
「観楓図」 と同年作にして絖本に描かれた 「牡丹蛺蝶図」 （一八八一・個人蔵） （図
3）は、胡鉄梅とともに前述した協業の相手である森琴石に
宛てた一幅である
７
。胡鉄梅が描いた淡彩の牡丹と、王冶梅による墨
彩の蛺蝶 （アゲハチョウ） と 対比は艶やかで、小幅ながらも花卉草虫に秀でた海上派のなかで名声を馳せた、ふたりの繊細な技量を示している。
ちなみに、胡鉄梅は名を璋といい、安徽桐城の人である。上海に出
た後、光緒五年 （明治十二年・一八七九） に来日。同十二年に帰国するまで、長崎を振り出しに京阪神や名古屋、山陰、北陸を訪れ、売画で生計を立てながら各地で文人と交流した。上海では日本人妻の生駒悦と古香室牋扇店を経営するかたわら、文芸誌『蘇報』を創刊、同誌はその後革命派の経営となり、反清勢力が結集する論壇となった。明治三十一年（一八九八） 、再来日したものの 翌年、神戸で没し 野﨑家にも王冶梅が訪れた翌年の明治十七年 （一八八四） に来訪していた。
画石を得意とした王冶梅は、野﨑家にもいくつかの奇石図 残して
いる。最後 みる画帖 「十二石之図」 （一八八三・野﨑家塩業歴史館蔵）はそのなかのひとつで、先に出版した 『冶梅石譜』 ら描き起こ ものもある。もっとも、ここで注目したい は第四図 （図
4） の左下隅の
遊印である。白文石印は 「辛卯生」 と読め、こ 「辛卯」 という干支は王
6この図の題識は次のとおり。「千株万株楓遶閣、一杯両杯酒頻酌、眼前風景
愜余心、詩思直欲上碧落、良朋雅集観楓閣、即席成詩不負約、詩成不敢高声吟、恐驚天上星斗落、客歳季冬、浪花南岳先生招飲於茶臼山観楓閣、即 和南岳韻録此以補白、光緒七年七夕後三日、既雨初晴、日嫩風和、写此以消長日、金陵王冶梅并題」。
7「光緒七年夏六月既望、金陵王冶梅写蛺蝶」 翠幄籠霞護暁寒 無人凝咲倚
欄干、玉環去後千年恨、留与東風作夢看、琴石先生法家之属、中華胡鉄梅」。拙稿「牡丹蛺蝶図
　胡鉄梅・王冶梅筆」（作品解説）、前掲図録、二六六頁。
図3　牡丹蛺蝶図　王冶梅筆
（一八八一年・個人蔵）
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冶梅の生年を示すものと思われる。そうであるなら、該当するのは道光十一年 （一八三一） である。これまでの伝記で王冶梅が故郷を追われた咸豊三年 （一八五 ） を活動の上限としていたが、野﨑家での調査をとおして彼の生 が明らかになった。二．野﨑家来訪の経過
王冶梅が野﨑家を訪れたのは明治十六年 （一八八三） の春である。同
年二月二十二日から同年四月九日までのおおよそ一か月半のあいだ、逗留して画作に励み、 近郊を散策した
８
。王冶梅が来訪した経過は、 （一）
『山陽新報』 など当時の新聞や雑誌に掲載された記事のほかに、 （二） 野﨑家の公用日記である『売用日記』や（三）王冶梅から野﨑家当主 野﨑武吉郎 （一八四八～一九二五・号は龍山） や野﨑家 理事であり漢詩人としてもそ 名が聞こえた田邊碧堂（一八六四～一九三 ・名は華、
通称は為三郎）らに宛てた尺牘（漢文の書簡）という三種類の一次史料から読み解くことができる。（一） 新聞・雑誌から
当時の岡山の地方紙『山陽新報』 （現『山陽新聞』 ）には、一八八三年
三月二十三日付の雑報欄にて 「王冶梅氏」 との見出しのある記事が掲載された。
○王冶梅氏
　同氏は先頃より児島郡味野村に滞在して彼有名なる野
﨑氏の索に応じ絖木に青緑山水十二張即屏風一双分を揮毫して居る由。此頃一見せし者の話を聞くに密画にて無類の上出来王氏も日本に渡来せし以来此の如き密画 十二枚も一斉に揮毫せしは始なり。是ころ我日本に残し置筆跡なれば荀且ならぬ事と格外に丹精を凝して揮毫して居る由。前日 氏が散歩の序に下津井港を一見せんと該所を通行せ 該所へはいまだ支那人 来りし事なしとて見物人夥しき事は実に一村を傾けたるとぞ。其節同氏が作りし詩なりとて或人より得たれば左を掲ぐ。盃酒山亭四坐歓。高歌酔没危欄。村人未見中華客。婦女児童争聚看。此時同伴せし人は林孚一石阪堅壮野崎主人外両三人にてありしとぞ
９
。
8『売用日記』の記述より。
9「王冶梅氏」（雑報）『山陽新報』一八八三年三月二十三日付。
図4　十二石之図（画帖）
　のうち第4図　王冶梅筆
（一八八三年・野﨑家塩業歴
史館蔵）
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王冶梅が野﨑家を訪れたのは、 「絖木（ママ）に青緑山水十二張即屏
風一双分」を揮毫することが最大の目的であった。これは描写が緻密な「密画」であったが、 「王氏も日本に渡来せし以来此の如き密画を十二枚も一斉に揮毫せしは始なり」というようにはじめての試みであり、 「格外に丹精を凝して 毫して居る」と こと。王冶梅にとっても格別の画業であったことがわかる。また、児島近郊 下津井を散策した折の騒動にもふれられており、 の地での歓待ぶりがうかがえる。
このほか、雑誌『書道』一九三二年六月号（泰東書道院出版部）に
「六橋画史」こと、華族の文人として知られる杉溪六橋（一八六五～一九四四） が著した 「王冶梅先生其他 （深柳堂間話其五） 」 が野﨑家滞在時の王冶梅にふれている。ただし、これは 「四季山水図」 が話題の中心である で次々節でみることとする。（二） 『売用日記』 から
次に、野﨑家の 『売用日記』 にみえる王冶梅の来訪にかんする記述は
次のとおりである。なお、 「先生」 「家長」 あ のは当主の野﨑武吉郎のことである（翻刻は未定稿。 「○」は原文にある事項の区切りを示す表記であり、原文に適宜句読点を補った。以下同） 。【
1】明治十五年 （一八八二） 十二月二十日：曇天○午前八時、岡山新西
大寺町高橋ヘ投宿ノ清国人王冶梅氏ヨリ来書アリ。
【
2】明治十六年 （一八八三） 二月二十二日：晴…（略）…同 ［午後］ 五
時
、清国画工金陵王冶梅氏来車。遠勢楼古谷吟蔵宅ヘ投宮セリ。
尤、 同伴人ハ日本人妾某、 古竹堂某之弐人ナリ。同八時、 田邊氏、王冶梅ヲ訪ハル。
【
3】同二月二十三日：雨天○午後壱時三拾分、家長、田邊氏、王冶梅
氏ヲ訪ハル○王冶梅氏ハ日本語ハ通セズ。只タ、彼レガ妾お
梅どんの名をば云フノミ。チヤンチヤン先生ナレバ、狐ノ如キ長キ髪ヲ弐尺五六寸計タらし、其容貌、木像人ノ如し。然レ雖、彼レハ手前□ノ達者ニシテ、書ト云イ画トイイ、実ニ卓筆極ムルノ人ナリト云フ。
【
4 】 同三月九日：清朗○… （略） …○午後四時、 前窪屋郡長林孚一氏、石坂堅壮氏来訪ス。何レモ古谷吟蔵方滞留ノ清国人王冶梅氏ヲ訪ハル。今夕ハ石坂、林、小野之諸氏滞留ス。
【
5】同三月十日：晴○午前九時、林孚一、石坂、小野 田邊 家長、下
津井村赴カル。王冶梅氏モ同行。お楳ドンハ同行ニ肯セズ○
…（略）…○…（略）…下津井行ノ御一行、四時御帰館。石坂、林ノ両氏ハ五時、帰途セラル。小野節氏 未タ御滞留。…
【
6】同三月十一日：晴○…（略）…○遠勢楼エ滞留ノ清国人王冶梅氏
、未タ逗留中。
【
7】同三月十七日：晴○…（略） 五時、家長、田邊氏、玉屋ニ王冶
梅ヲ訪ハル。同十時御帰館。
【
8】同三月二十六日：晴○…（略）…○午後三 王冶梅来臨。表座
敷ニ招シ酒肴ヲ以テ会釈ス。尤モ愛妾おむめどんハ具セス。
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心掛りニモ旅宿ヘ残シ置ク。先生モ叮嚀ノ取扱、且饗応ノ善美ナル以テ一時歓楽斜ナラスト雖モ、兎角、旅宿ニ気懸リアルニヤ。五時、帰宿ス。…
【
9】同四月七日：晴○…（略）…○…（略）…田邊氏、昨日来遊。清
国人王冶梅未タ滞留中。
【
10】同四月八日：曇天○午後六時、王冶梅引取ニ付、快別トシテ来タ
ル。表坐敷エ通し、茶菓ヲ以テ饗ス。同七時、帰宿セリ。
【
11】 同四月九日：晴○王冶梅氏ハ八時、岡山エ向帰途セリ。
以上の十一の項目には、おもに当主の野﨑武吉郎とのかかわりにお
いて王冶梅の動向が記録されている。王冶梅の来訪は、 【
1】にあるよ
うにすでに前年 明治十五年（一八八二）十二月から計画されていた。実際の滞在にあたっては近隣の旅館「玉屋」 （ 「遠勢楼」 ）に部屋を用意して、必要 応じて本家に招いたり、田邊碧堂らを使者として差し向けたりして、交渉をもっ ことがわかる。
注目すべきは、 【
3】にみえる王冶梅の人となりについての記述であ
る。王冶梅は日本語がわからず、帯同してき 日本人の妾「お梅どん」の名を呼ぶばかり。 「チャンチャン先生」という中国人を指す呼称に、「狐ノ如キ長キ髪ヲ弐尺五六寸［注：七十五～七十八センチメートル］計タらし」 ていたとは辮髪のことである。そのうえで彫像である 「木像人」のごと とみ のは、異人をみる好奇のまなざしである。これを記したのは野﨑家 番頭格の従業員であり おそ くは外国人に接す
るのも稀有なことであったのであろう。それでも「書ト云イ画トイイ、実ニ卓筆極ムルノ人ナリ」と評するのは、前述の戸惑いを払拭するくらいに文人・王冶梅の技量と風格が圧倒していたことを示している。当時の日本人が抱いた率直な清国文人観として興味深い。【
8】はおそらく「四季山水図」完成を祝しての宴席でのことであろ
う。慰労の席であるにもかかわらず、 「愛妾おむめどん」を同伴しなかったことで落ち着きのない王冶梅の様子を冷静に記しており、どことなく憎めない彼の性格が透けてみえるかのようである。 【
5】は『山陽
新報』でも言及された一大行事の下津井行 ことである。野﨑 田邊のほかにも窪屋郡長をつとめた豪商 林孚一（一八一一～一八九二） 、幕末に蘭方医として知られた石坂堅壮（一八一四～一八九九） 、長尾村長もつとめた実業家にして歌人 小野節（みさお 一八六四～一九一七） ら同地の名士たちも同行した。（三） 野﨑家所蔵の王冶梅関連尺牘から
最後に、野﨑家に残された王冶梅にかんする尺牘は以下の十二通
である。衛鑄生と森琴石がそれぞれ認めた二通以外はすべて王冶梅が投函したもので、同じく来舶画人 許子野（生卒年未詳・字は慶林で呉江の人。 「花卉鳥虫図冊」 （個 蔵）あり）に宛てた一通 ほかは、野﨑武吉郎や田邊碧堂、そして武吉郎の弟の野﨑定次郎（一八五四～一九三三） に宛てたものである。
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【
1】
 明治十五年（一八八二）十二月一日付
　衛鑄生書簡（野﨑武吉郎
宛て、以下言及なきものは同じ） （十二月十日付で岡山・新西大寺町滞在中の王冶梅が投函）　 「大阪滞在中ノ状況ヲ述ベ王冶梅当地来遊ノ意ヲ通ジ傍紹介ノ言アリ」　 「…吾友王君冶梅来游備前、彼固夙仰
　足下第一名、心殊企慕、
亦擬一遊／／琴浦、而
　足下知之、有素当可与之、訂文字多、
倘得
　広為説瑣、則王君此来更今洛陽紙貴矣、…」
【
2】
 同十二月六日付
　王冶梅書簡（以下言及なきものは同じ） （許子
野宛て）　「 ［衛鑄生が］大阪ニ尚滞在セルヲ報ズ」
【
3】 同十二月十九日付　「岡山逗留中当地漫遊ノ希望ヲ述ブ」　 「野﨑先生閣下、弟浮査東海、欲一識悲歌慷慨之士、漫留山城浪華之間、久仰
　先生乃琴浦風雅鉅公也、今遊曦川、願登
　龍
門、而識荊州 以慰渇懐胸、綵雲飛来、浣薇拜読、極承／／雅愛、不勝耿耿、弟今来曦川半月余矣、逐日索書画者甚多、屈指画債、三四十日方可償清、然毎日仍有送紙綾者 不相促迫而願緩期、弟欲来児島一遊快聆
　大教、竟不可期、即数里非遥、而
迷離烟樹 殊有渭北江東／ 隔然 蒙
　愛若此倘画債償清、得
有暇日必来訪 戴奉此佈覆、幷候文安 請維霽照不宣 愚弟王冶梅頓首拝、中暦十一月九日」
【
4】 明治十六年 （一八八三） 二月九日付　「新年賀状及岡山ヨリ味野ニ赴ク途中口占七律」
【
5】 同年味野出発前 （日付不明）　 「味野滞在中ノ優遇ヲ謝シ屏風揮毫殆ド出来ノ事ニ及ブ」 （封筒なし）
【
6】 同四月八日か 「味野ヲ去ル当時ノ留別七律三首」 （封筒なし）
【
7】 同四月八日　 「冶梅ニ宛テタル画山水屏風ノ揮毫ヲ賞賛シ手書五猿翁小像揮毫料ニ対スル謝意軽少云々」 （封筒なし）　 「…就中画屏十二幅尤不可復得大手筆、真希世鴻宝子子孫孫可珍襲也、…」
【
8】 同旧暦三月四 （ママ） 日 （新暦四月十日）　「当地出発ノ際来邸謝意ノ礼ヲ缼ケル謝状」
【
9】 同四月二十一日
　森琴石書簡
　「書簡張交屏風」　「…然ルニ冶梅先生久在尊館揮漉写山水屏風殊ニ佳妙有趨…」
【
10】 同七月十一日 （ママ：七月二十一日か）　「鶏卵寄贈礼状
　追伸五猿翁旌忠帖ノ事アリ」
【
11】 同八月二十一日付 （野﨑武吉郎・田邊碧堂宛て　「鶏卵寄贈ヲ謝シ書画帖揮毫延引ノ事ニ及ブ」
【
12】 同八月三十一日付 （野﨑定次郎宛て）
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　「潤筆料受領及銭母図寄贈其他」　「前五月内、 嘱弟画三尺煩柳山水四円五十、 小切花卉石二枚三円、半
切竹石一枚二円五十、共十円、此筆資未曾寄下、問碧堂便知、
…」　「石冊十五枚十五円、半切花卉十幅二十五円、五尺煩花卉一枚五
円、三尺煩花○一枚三円、…」
これらの尺牘からは、顧客である野﨑家にたいする画人・王冶梅の
細やかな気遣いがうかがえる。その内容は、招聘への謝意から制作遅延の弁明、新年の挨拶、鶏卵の礼状にいたるまで多岐にわたり、野﨑家側からみた記述である 『売用日記』 を補完するものである。実際、 『売用日記』 （ （二） の 【
1】 ） に記された 「清国人王冶梅氏ヨリ来書アリ」 の 「来
書」 は 【
3】 にあたる。
【
1】 の衛鑄生書簡は、王冶梅来訪の二月前の明治十五年 （一八八二）
十二月に野﨑武吉郎に宛てたもので、いわば王冶梅の「推薦状」である。文中に「吾友王君冶梅来游備前 彼固夙仰
　足下第一名、心殊企
慕、亦擬一遊琴浦［注：児島を指す］ 而
　足下知之、有素当可与之訂
文字多 倘得
　広為説瑣、則王君此来更今洛陽紙貴矣」とあり、王冶
梅の画名の高さを伝えている。もっとも、これは封筒から数日をおいて王冶梅本人が岡山市新西大寺町にて投函したものであることがわか。すなわち、王冶梅の野﨑家滞在のきっかけは 彼 ほうから来舶清人どうしのつながりをいかした 「売り込み」 であった。衛鑄生は明治
十五年 （一八八二） 十月から十一月にかけて、王冶梅に先駆けて野﨑家に滞在していた。衛鑄生の名は鑄で、字は鑄生、号は頑銕、破山冷丐。江蘇常熟の人。書は章草をほしいままにし、篆刻もよくした。【
3】 は、 【
1】 を受けて野﨑家への訪問の意向を示したもの。王冶梅
は野﨑武吉郎のことを 「久仰
　先生乃琴浦風雅鉅公也」 と称賛する。も
っとも、すでに岡山市内に滞在していたが、同じ文面にて「逐日索書画者甚多、屈指画債、三四十日方可償清、然毎日仍有送紙綾者 不相促迫而願緩期」と締め切りの延期を願い出て、自らの多忙ぶりを示唆しているところに 「売画」に手慣れた様子がうかがえよう。事実【
12】 は滞在後にあたる八月末のものであるが、潤筆料を明示していた。ちなみに、 【
9】 は森琴石が 「四季山水図」 の閲覧を願うもので、琴石
の岡山来訪そのものは 『山陽新報』 も報道された
  10。また 【
10】 にある
「五猿翁」は、長きにわたって野﨑家に仕えて製塩事業や家産管理に尽力した西井多吉 （一八一五～一八九九） のことである。三．野﨑家に伝わる書画作品
王冶梅が野﨑家に残した書画作品は、現在確認できたもので全
二十六件 （点数にして全三十九点） ある。明治十六年 （一八八三） 二月から四月までの野﨑家滞在をはさんで、制作日時の順に三つにわけて紹介すると次のようになる。
10「○画工漫遊」（雑報）『山陽新報』一八八三年四月二十六日付。
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（一） 来訪前の作
王冶梅が野﨑家を訪れる前の年紀のある作品は、次に列記する三件
である。
光緒七年（一八八一・明治十四）春三月：【
1】 「山水十景画冊」
光緒七年夏五月： 【
2】 「東山雨霽図」 （図
5）
「此分ハ玉家ノ作ニアラズ」 （ 『書画什器等目録』 「掛軸書画甲号」壱壱号）辛巳（一八八一）閏七月：【
3】 「墨石図」 （陳曼寿・衛鑄生賛） 「冶
梅ハ明治十三四年ノ頃当家ニ来リ玉家ニ宿泊中揮毫ヲ依頼セルモ此分ハ別ナリ」 （目録八号）これらは、野﨑家の蔵品目録である『書画什器等目録』には「玉家ノ
作」ではないことが明記されている。 【
1】は縦五・一センチメートル、
横六・〇センチメートルの豆本の画帖であり、西井多吉に贈られたも
のである。 【
3】 は王冶梅と 「同業」 の陳曼寿と衛鑄生の賛がある。陳曼
寿の名は鴻誥、字は味梅で、曼寿を号とする。浙江秀水 （現嘉興） の人。篆書、隷書をよくした。この年のはじめに王冶梅は大阪市の梅本町 （現同市西区本田） で陳曼寿と同居していた
  11。
（二） 滞在時の作
野﨑家に滞在した一月半に王冶梅が制作した書画は二十件である。
このうちの一件は滞在の主目的である 「四季山水図」 で、当初は屏風装であったが、現在は軸装となり全部 十二幅ある
光緒九年癸未杏月之望（一八八三・明治十六・旧暦二月十五日・新
暦三月二十三日） ：【
4】 「四季山水図」 （十二幅） （図
6）
「玉家滞在中ノ大作ナリ。同人ノ語ル所ニ依レバ来泊揮毫セルモノ嘗テ此ノ如キモノナシト元屏風ナリシモ幅ニ変更セラル」 （目録迨壱号）
癸未花朝節（旧暦二月十五日ごろか）：【
5】 「贈龍王山房主人七絶」
（図
7）
11「今移於梅本町五十五番、隔壁明治義塾、対門佐野屋内、楼上陳曼寿先生同
寓、清人王冶梅」『大阪朝日新聞』一八八一年一月十五日付広告。
図
5
　東山雨霽図
　王冶梅筆（一八八一年・野﨑家塩業歴史館蔵）
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癸未花朝後二日： 【
6】 「登扇嶺七絶」
（同日） 光緒九年花朝後二日： 【
7】 「水仙図」
光緒九年清明節前二日（新暦四月三日ごろか）：【
8】 「煎茶図」 （図
8）（同日） ： 【
9】 「盆花果実図」
「玉家滞在中ノ作」 （目録九号）光緒九年清明節前： 【
10】 「桃花遊魚図」
（同日） ： 【
11】 「古仏一尊図」
光緒九年清明節後一日： 【
12】 「年年有余図」
癸未之春（癸未春）：【
13】 「芝蘭石菖図扇面」 、 【
14】 「墨梅図扇面」 、
【
15】 「金箋山水図」 、 【
16】 「米法山水図」 （めくり）
写於琴浦： 【
17】 「墨蘭図扇面」
光緒九年春日： 【
18】 「五猿翁小像」
年紀なし： 【
19】 「墨蓮図」 、 【
20】 「墨蘭図」 、 【
21】 「水仙図」 、 【
22】 「黄
蜀葵図」 、 【
23】 「玉壷図」 （めくり）
「此分ハ玉家滞在中ノ作」 （ 「黄蜀葵図」 目録壱弐号）【
4】の「四季山水図」については次節にて後述する。これ以外のほ
とんどは業余の作で、光沢のある絖や金箋をもちいて描写は墨画、淡彩を問わず簡潔である。主題は季節の春にちなむ花卉図（ 【
7】 【
13】
【
14】 【
17】 【
19】 【
20】 【
21】 【
22】 ）と縁起担ぎの吉祥画（ 【
10】 【
12】 ）が
過半を占め、三月十日の下津井行にちなむもの （ 【
6】 の 「扇嶺」 は下津
井にある鷲羽山の扇の峠のこと）もある。年紀にみえる「花朝節」は中国で百花がほころぶ頃 して花神を祀 祭日であり 陰暦二月十五日もしくは十二日を指す。 「清明節」は先祖 祀の日で 新 四 五日前後にあたる。いずれも贈答画にふさわしい、華やかで幸福感にあふれた節日で る。【
5】 の 「贈龍王山房主人七絶」 は、雅号の 「龍王山房主人」 こと野﨑武
吉郎の人徳を讃えてい 七言絶句 行書で著した書幅。その詩句「性情爛漫見天真、畳錦佳肴酔麗春、如此謙恭侍遠客、羨君富貴不驕人」とは宴席での即興作である。その後の識語は次のようにつづく 「野﨑武吉郎先生、品行端正、冲和厚重、早襲弓裘之業、克隆堂構之基、且徳凛危微、束身惕厲、不蓄姫妾、不愛管弦 程夫子詩云…」 。家業を守成する野﨑武吉郎の勤勉かつ誠実な人格を謳うが、 「姫妾を蓄せ
図7（上）贈龍王山房主人七絶　王冶梅筆
図8（下）煎茶図　王冶梅筆
（一八八三年・野﨑家塩業歴史館蔵）
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図
6
　
四季山水図（十二幅）
　
王冶梅筆（一八八三年・野﨑家塩業歴史館蔵）
杏花茅屋図
竹林煎茶図
柳陰漁楽図
青山紅葉図
梅花書屋図
山楼観瀑図
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西山多雲図
萬峰雲桟図
碧沼紅蓮図
渓山雪霽図
青山隠逸図
秋林孤亭図
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ず」とは、愛妾を帯同してきた王冶梅なりの自虐をこめた野﨑家当主への褒言であろうか。 【
8】 の 「煎茶図」 とその対をなすであろう 【
9】 の
「盆花果実図」 （為書きは「柳江女史」で長女の於達あて）は野﨑家の煎茶趣味をふまえての画作であり、これらはいずれも野﨑家における文芸の隆盛を言祝ぐもの る。【
18】 の 「五猿翁小像」 は白描による西井多吉の肖像で、未表装のめく
りである。もとから野﨑本家に伝来するものではないが、精緻な人物画をあまり残していない王冶梅のなかでも珍しい作例となる
  12。
（三） 来訪後の作
王冶梅は野﨑家を去ったのちも同家と交渉をもっていたことは、前
節の尺牘のやりとりからもわかる。ただし、現在残る作品は次の三件のみであり、その数は多いとはいえない。
光緒九年夏六月： 【
24】 「十二石之図」 （図
4）
甲申（一八八四・光緒十・明治十七）秋九：【
25】 「円窓書画」 （疎林
孤亭図） （図
9）
甲申秋日： 【
26】 「円窓書画」 （倣古青緑山水図）
ちなみに 【
25】 の 「円窓書画」 は、 『山陽新報』 に収録された、下津井行
での七言絶句に類する「盃酒山亭四坐歓、海天暢覧倚危楼、郷邨少見中華客、婦女児童争聚看」 を書写している。（四） その他
現在の野﨑家には残されていないが、ゆかりがあると思しきものも
いくつかある。
戦後に売却したことが目録から確認できるのは、 「水墨董玄宰写山
水図 （附葉松石書） 」 （目録壱九号） と 「銭母摺本」 （目録梅参号） の二件。オークション市場にて取引されたものには田邊碧堂に宛てた書画尺牘の張り交ぜ帖 「書画雑冊」 がある。これは二〇一六年九月に北京で開かれた中国の嘉徳四季第四十七期拍売会に出品されたもので、王冶梅、胡鉄梅、衛鑄生、池運永、 、王治本、陳曼寿 筆になるもので
12鶴田武良氏は、前掲論文で王冶梅が上海領事館外務二等書記生の鉅鹿篤義を
描いた「篤義行楽図」（一八七七・個人蔵）を紹介している。鶴田「王寅について」、八〇頁。
図
9
　円窓書画（疎林孤亭図）
　王冶梅筆（一八八四年・野﨑家塩業歴史館蔵）
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全四十五頁ある
  13。
そして、平成初期に京都の書家・森岡峻山氏（一九〇二～一九九一）
が京都国立博物館に寄贈したコレクションのなかには 「三宅先生」 宛ての為書きを記した 「春江細雨図」 （図
10） がある
  14。この図には 「癸未春
日」 年紀があり、すなわち王冶梅が野﨑家にいた明治十六年の春に揮毫されたもので る。 「三宅先生」 とは 『売用日記』 三月二十三日付などにその名がみえる三宅大五郎であると思われ、野﨑家とゆかりのある同地の実業家であった。四． 「四季山水図」 （十二幅） について
それでは、野﨑家における王冶梅の画業はどのように位置づけられ
るのであろうか。その中核に位置する「四季山水図」 （十二幅）につい
ては、前述したように杉溪六橋による回想がある。
　王冶梅が日本に来たのは陳曼寿よりは少し前であつた。わたしら
まだ子供の時分で一向に附き合つたことがありませんが、この人は鳩居堂の世話で日本に来たのでした。そして京都で画を描いてゐた。どういふ縁故であつたか知らんが、岡山県味野の野崎の家へ行つていろいろ絵を描いてゐた。尺八であつたか、或いは二尺であつたか十二枚張りの屏風、普通押絵張といひます 絖本に山水を描いた。これは王冶梅の日本滞在中 作品としては 一番の傑作だらうといはれて居る。野崎といふ家は誠に妙な家 、わ も［注：巌谷］一六翁と一緒に招待されたことが るが、自分の家へは客を泊めんといふ一種の家憲みた なものがあつた。それ 前に玉屋といふ宿屋があつて、王冶梅もそこに泊めて置 た。筆談で通訳 仕事をするのが田邊碧堂です 田邊 野崎 親類かし 、昔から出入りみたいになつて居つた。 ［三百両の潤筆］画が完成 の 、潤筆の額をきめねばならなくなつた。 ろが画は毎日描きづめで三十日かかつたと ふのです。それでこれはどうしても一日十円と見て、三百両は贈らねばなるまいといふことになつて、三百両出したが、明治も初年の頃で、これだけ 潤筆を出し のは、日本で こ がはじめてだらうといふこ で評判 あつた。終りの方に跋があつて、三十年の学力を傾けて此図 描くといふことが書いてある。京都辺でもこれが評判になつて、浅井柳塘 どが、岡山までわざわざ見に
13中国嘉徳国際拍売有限公司のサイトより（閲覧日：二〇一八年
一月三日）。
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14「楼台明滅烟籠樹、岩壑陰沈山隠雲、絶似江南春 月、一川花気雨紛紛、癸
未春日、為三宅先生雅属、金陵王冶梅并句」。 図
10
　春江細雨図
　王冶梅筆（一八八三年・京都国立博物館蔵）
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行つたことがある。この屏風は、この儘では保存に悪いといふので、十二幅の掛物に仕立直してありますが、なるほど王冶梅としては今見ても、日本で作つた中では一番の傑作ですし、恐らく支那でもあれ位のものはなからうと思はれ ものです。 ［第一回絵画共進会］王冶梅が来た 明治十二三年［注： 八七九・八〇］頃かと思ふ。それから東京に第一回絵画共進会といふ が出来たんです
  15。
これは「四季山水図」の制作から半世紀がすぎたのち 回想である
が、話者の口ぶりから、当時の日本の南画壇にとってこの屏風の出現がひとつの「事件」であったことがわかる。一般 、来舶清人の画作は数多くある依頼者の求めに応じるために、簡潔かつ簡便なものにならざるを得ないことが多い。しかし、本図は王冶梅本人が「三十年の学力を傾けて此図を描く」 、すなわち最終幅（第十二幅）の識語にある「而出遂竭尽三十余年之学、力画屏十二幅一月」 して完成した渾身の作であった。なお、文中で言及されている浅井柳塘（一八四 ～一九〇七）は来舶画人の徐雨亭（一八二四～一八六七～？）に学んだ京都の南画家である。
本図についての概要は、すでに古川文子氏が紹介している
  16。古川
氏によれば、十二幅 配置と名称は次のとおり ある。
第一幅「梅花書屋図」 、第二幅「杏花茅屋図」 、第三幅「柳陰漁楽 、
第四図 「青山隠逸図」 、第五幅 「西山多雲図」 、第六幅 「碧沼紅蓮図」 、第七幅 「山楼観瀑図」 、第八幅 「竹林煎茶図」 、第九幅 「青山紅葉図」 、第十幅 「秋林孤亭図」 、第十一幅 「萬峰雲桟図」 、第十二幅 「渓山雪霽図」 となる。
本図が六曲一双の屏風であったことからすれば、春夏秋冬それぞれ
三幅あり、春と夏で右隻となり、秋と冬で左隻となる。春にちなむのは第一・二・三 であり、夏とわかるのは多雨に煙る第五幅と蓮の華咲く第六幅である。第八 は一見 風そよぐ竹林でくつろぐ銷夏の図みえるが、仲秋の名月を愛でながらの喫茶図ゆえに秋の であ 。秋を示唆す の 、画中に紅葉が描かれている第七・九・十・十一幅である。もっとも、 七 の観瀑は紅葉が ければ銷夏の図にみえなくもない（ 「遊摂津山楼観瀑」と るので、箕面の瀧を指すのであろうか） 。冬であることがわかるのは雪景 第十二幅のみ る。第十一幅は紅葉が一部描かれているが、寒地の西域に赴く 「征西」 が主題であり 冬の情景を示唆す 桟道行旅の表現もみえる。こうしたあいまいな描写をふくめて勘案すれば、季節のなかで図 左右が入れ替わることもあろうが、古川論文が提示した配置はおおむね理にかなったもの あり、本稿でも各幅にふれるときはこ にした う。
深山幽谷にある春花咲き乱れる仙境から、開けた江山での漁家楽、
15六橋画史（杉溪六橋）「王冶梅先生其他（深柳堂間話其五） 『書道』一巻
六号、一九三二年六月、四四頁。
16古川文子「（資料紹介）野﨑家コレクションより：王冶梅「四季 水図」・
橋本青江「董法山水養蚕紡絲之図」」『岡山県立美術館紀要』四号 二〇一二年五月。二一〜二六頁には各図の 版が掲載され、題識が翻刻されている。
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雄大な瀑布を眺める観瀑と紅葉狩り、名月のもとでの喫茶、雪中に友を訪ねるたのしみなど、どの幅も文人が理想とする人間 （じんかん） のいとなみであると同時に、豊かな恵みをもたらす港湾と自然を擁する琴浦の景観でも 。王冶梅は山肌に細く柔らかい筆を重ねる牛毛皴を多くもちいるほか、春華秋葉をあらわすのにあた 淡彩 効果的に配するなどして上品な山水の図に仕上げた。
さらに王冶梅は野﨑武吉郎と田邊碧堂への謝辞を重ねていく。第二
幅の「杏花茅屋図」の識語では、 「癸未上元節赴琴浦、偕野﨑君 碧堂君登遠勢楼、開樽唱和醇後、酩酊揮毫 師董思翁筆意 写此 并録即席二詩、以志一時之興会也」と記して、野﨑武吉郎と田邊碧堂と 出会いと交歓を画中にとどめ 。そ 第十二幅 「渓山雪霽図」 のそれは次のように読める。
野﨑先生、襟期潚灑、器度汪洋、以和光渾俗、為懐謙恭下士、若忘其為富貴中人也者、余落遊旭川、招赴琴浦、極承雅誼款待、慇慇不勝耿耿、嘗閈驥逢伯楽 則昮首長鳴 士遇知己則穎脱 而出遂竭尽三十余年之学、力画屏十二幅一月 方就雖不能媲美古人、而意興所到各自、為宗峻嶺 平林、一一成趣、以報知己、至於妍媸工拙 予不自知尚希鑑賞家教之 光緒九年癸未杏 之望、金陵王冶梅記於琴浦。ここでふたたび、制作を依頼した野﨑武吉郎の人格を讃えるととも
に、自らの畢生の作であることを言明するのであった。
このように 「四季山水図」 をみて気がつくのは、本図を特徴づける要
素には、 「屏風」 という表装であったこと、古今 大家に倣うという 「師法」 、そしてときに描かれる 「景観」 の三つがあるということである。
第一の屏風装について。杉溪六橋のいうように「この儘では保存に
悪いといふので、十二幅の掛物に仕立直してあります」が、本来は野﨑家の表座敷を飾るための四季十二月 山水図の押絵張り屏風であった。清朝の中国では袁江・王雲筆「楼閣山水図屏風」 （康熙五十九年（一七二〇） ・京都国立博物館蔵）や乾隆帝の宸翰に董邦達の山水図を配した「紫檀辺乾隆書字董邦達画山水座屏風」 （乾隆二十六年（一七六一） ・北京故宮博物院蔵）のように浮き彫りの枠木をもつ大型の屏風は制作されていた。しかし、本図の本紙は各幅縦一四六・五センチメートル、横五二・〇センチメートル、いわゆる近世日本で一般的な本間屏風の法量である。王冶梅は野﨑家から 注文にあたって、日本での需要に応じた形式を選んだといえる。実際 本図の前年 明治十五年 （一八八二） 十月には大阪にて紙本墨画で六曲一双 押絵張り屏風「山水図屏風」 （京都国立博物館蔵） （図
11）を制作していた
  17。こ
うした屏風装は王冶梅よりも前 世代 たる張莘（生卒年未詳・号は秋穀、秋谷） が描いた 「四季花卉図屏風」 京都国立博物館 （多名賀コレクション） 蔵） もあるので、来舶清人にとって 作 りか る際の
17 第十二扇「萬壑千巌飛雪、小橋断岸平溪、覓句独騎痩蹇、尋僧遠過招提、光
緒八年冬十月、微雪初晴、焚香写此、金陵王冶梅、時客浪花」。
38
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ひとつの形式であったことがうかがわれる。
第二の師法については、前々節でふれたように明
清の文人画家にとって必須の素養であった。本図では第一幅から順に次 とおりになる。
唐寅 （唐六如） 、董其昌 （董思翁） 、趙伯駒 （趙千里） 、
董源、米芾・米友仁 （米家） 、王蒙 （黄鶴山樵） 、なし（ 「遊摂津山楼観瀑」 ） 、王翬 （耕煙山人） 、なし （ 「飲於観楓閣」 ） 関仝、沈周 （沈石田 なし 「力画屏十二幅一月」 ） 。
一方の京博本の 「山水図屏風」 は、 第四扇の倪瓚 （倪
雲林） 、第九扇の沈周（沈石田） 、第十一扇の董其昌（董思翁） にとどまる。 「四季山水図」 がいかに古人の画法に依拠して作画の品格を高めようと腐心していたかがうかがえよう。なお、趙伯駒への師法は「柳溪泛舟図」 （橋本コレクション） にもみえる
  18。
第三の景観については、理想の風景である山水の
なかに実際の景観をとりこんで描くところに王冶梅の創作がみえる。本 では、児島・琴浦 大阪・茶臼山、京都・鴨川がとりあげられている。
第九幅の 「青山紅葉図」 は先に王冶梅の典型作とみ18「桃花含咲柳絲柔、雨霽尋詩泛釣舟、忽見青飄旗樹杪、
前村知是酒家楼、金陵王冶梅、師趙千里筆意并句」。
図11　山水図屏風　王冶梅筆（一八八二年・京都国立博物館蔵）
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た「観楓図」 （京都国立博物館蔵）と同工異曲の図である。この幅の題識は次のとおり。
颯颯秋風飄翠裾、 霜楓燦爛古松疏、 酔中吟嘯高峰上、 驚起寒雲巻復舒、千株萬株楓遶閣、 一盃両盃酒頻酌、 眼前風景愜吾心、 詩思直欲上碧落、辛巳（一八八一）九秋、浪花南岳君招遊茶臼山、飲於観楓閣、分韵得疎字、酔後漫成五首、追思昔遊風景、晩霜方粛、新雨纔収、青山紅葉、恍然如昨、 画 幅并録旧作之二、金陵王冶梅并題。「千株萬株楓遶閣」 ではじまる七言絶句は先行する 「観楓図」 に著され
ている。王冶梅が京阪神にある紅葉の名勝に遊んだことにふれたのは、それに勝 とも劣らない琴浦の自然景観が念頭にあったにちがいない。京都の鴨川についても同様であり、第五幅の 「西山多雲図」 は、たとえば野﨑家 あ 「東山雨霽図」 （一八八一）や京博本第五扇の連想から起筆されたので ろう。 「西山多雲図」の構成はもちろん、識語「客窓坐雨使人焦、悶少霽凴欄暢眺、儼然一幅米家山水、乗興拈毫写所見、 写竟自賞天又将雨」 は、 王冶梅がよく主題として選んだ 雨霽」 （雨が霽れる）である。雲霧に煙る景観は、米法山水を適用するにふさわしい構図として記号化されてい 。京博本第五扇は「雲煙濃淡擁林巒、呑吐太空欲画難、記得鳬川水閣上、東山雨過倚欄観」とあり、野﨑家にある 「東山雨 図」 （一八八一） の 「凴欄賞雨、拈毫写此」 もふまえいる
  19。
このほか「四季山水図」では中国の上海を指す「申浦」 （第六幅） 、蘇
州の「呉江」 （第十幅）の景観にも言及されている。とくに第十幅は蘇州でみた関仝筆 「秋山紅樹図」 からの連想であり、遠い記憶と古画から昇華された理想の景観となっている。
王冶梅の山水図からみえてくるのは、師法や景観といった図画を構
成する基本的な要素でいくつかの類例を蓄積しておき、依頼主の意向にあわせて適宜それらを組み合わせるという創作の手法である。 「文人」で ることを生業とする職業文人としての王冶梅は、野﨑家が拠り立つ琴浦の文雅をうまく画中にもりこみ、大阪 茶臼山や京都 鴨川と匹敵する文人たちの憧憬を集める名勝として描くことによって、野﨑家にたいして風光明媚な琴浦 中国山水の理想郷 して提示したのであった。おわりに
なぜ、野﨑家では王冶梅を招いて画作を依頼したのであろう 。そ
の動機はさまざまであり、ひ つにまとめることはできない あろう。とはいえ、手がか となりうる記述が先に紹介し 杉溪六橋の連載のなかにみられる。
日本では支那画を好むものが、あまりないやうであります。伝が19「東山雨霽、光緒七年夏五月、凴欄賞雨、拈毫写此、金陵王冶梅、時客鳬
川」。
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漢文で書いてあつたり、難かしいので、自然南画の方では海屋対山［注：貫名海屋と日根対山］といふことになると、すぐわかるものですから、その方へ手を出したがるけれども、支那 になかな好いものがある。中には拙いのもあつこ はあるけれども、…／田邊碧堂がよく話してゐましたが、はじめて森春濤翁の門を叩いたときにお前はお座敷の詩を作るか、ほんとうの詩を作るかといつてきかれたさうです。さう ると田邊が 私はほんとうの詩を作りたいといつたところが、それ は頭のき るまで 本人の詩を読んではいけない、日本人の詩を読んではいけないといふ は、日本の大家は梁川星巌でも広瀬淡窓でも菅茶 でも大家 異ひないけれども、みな支那の種をとつて来てあ こま 行つた人だ それ 再び学ぶと それより上へ出ることが出来ない。今 白菜はどこ も作れますが、あの白菜といふ奴は支那から持つて来た種子で作 どうやら支那風の似たものが出来るけれども、その白菜から取つた種子を蒔くと、まるで白菜か何かわからんようなものになつて まふ、種子は古元か 取つて来なけ ばならんといはれたさうです
  20。
杉溪六橋が田邊碧堂をとおして、漢詩人 森春濤 （一八一九〜
一八八九）のことばを借りていうのは、 「種子は古元から取つて来なければならん」 ということである。南画 （文人画） を収集するにし も、た
とえ難解であっても、その源流である中国の絵画を外すことはできない。幕末期から塩田開発に乗り出した野﨑家には古くから伝来する、いわゆる「古渡り」の書画はほとんど存在せず、江戸時代に将来された「中渡り」の数もそれほど多くはない。それならば、当世一流の文人である来舶清人を招聘して揮毫を依頼するこ は自然な流れであった。その結果、当時の画壇でその名を馳せ いた王冶梅の筆による 「四季山水図」 が残ったことは、野﨑家の文芸にとってひ つの盛事となった。
一方の王冶梅にとっても、野﨑家での画業は日本滞在時期における
頂点となったことは確かである。明治十六年における王冶梅 野﨑家滞在は、王冶梅と野﨑家の双方にとって社交的な交歓にとどまらない、実りある成果を生み出したといえる。
そのうえで、本稿で紹介した野﨑家に残る王冶梅の書画作品と関連
する史料は、等身大の来舶清人のす たを知るにふさわ い手がかりとなるであろう。それらは表層的な日中文化交流の史実を伝 るだけではない。つまり、書画作品を おして顧客 制作者 関係 結んだ両者にとって、ときに虚虚実実の交渉を展開 てい という事 明らかにするものであ 。それゆえ、野﨑家における王冶梅 画業は、たんなる来舶清人 地方周遊の一事例にとどまるものではなく、今後の日中間の文化往来のあり をも示唆するのである。（附記）
本稿は、筆者が平成二十九年一月に東京大学東洋文化研究所が野﨑
20六橋画史「深柳堂閑話（承前）」『書道』一巻二号、一九三二年二月、二九
頁。
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呉
　孟晋
（21）
家塩業歴史館で実施した中国絵画調査に参加して得られた知見にもとづくものです。その後の追加調査を含め調査全般にあたっては、公益財団法人竜王会館理事長の野﨑泰彦氏、事務長の辻則之氏、野﨑家塩業歴史館学芸員 宮崎健司氏、三宅功一 そして岡山県立美術館学芸員の古川文子氏のご協力とご助言を得ました。ここに記して感謝の意を表します。
34
